
１．皆様に残念なお知らせがございます。河部
会員より提出された退会届を理事会は受理い
たしました。何回か慰留に努めましたが、意
思は硬く残念でなりません。

・・赤平ＲＣ、芦別ＲＣより会報を受領しました。
・・妹背牛ＲＣ、深川ＲＣより会報と４月例会案
内を受領しました。
・・２０１３年３月３１日現在の収支報告書を配付しま
したので、ご考察お願いします。
・・原谷会員のお母様がお亡くなりになり、葬儀
に出席して参りました。原谷会員より「会員
の皆様には大変お世話になりました。ありが

とうございました。」と言づてを預かって参り
ました。

ゲスト ハローワーク留萌
統括職業指導官 鈴木 浩幸様
上席職業指導官 池田亜希子様

会員研修委員会 福士委員長
今日は、グローバル補助金の要件である「接
続可能性」について発信します。
財団はプロジェクトや活動に「接続可能性」
の要素を取り入れる際の指針としてロータリア
ンが参加できるよう、接続可能性の原則を定め
ました。８つの原則があります。
①グローバル補助金は、ロータリー財団の資金
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が全て使用された後もプロジェクトがもたら
した影響を持続していくための活動と対策を
組み込んだものにすること。
②グローバル補助金は、経済、文化、社会、リ
ソースなど多様なレベルの接続可能性を目指
して取り組むものであること。
③グローバル補助金は、可能な限り、地元のリ
ソース、地域内の考え方や意見、現地の人々
の知識を最大限活用するものであること。
④グローバル補助金は、天然資源基盤を大切に
し、現地の環境を悪化させたり、破壊したり
しないものであること。
⑤グローバル補助金は、それぞれの見合った形
で最大限の人々に恩恵を与えようと努めるも
のであること。
⑥グローバル補助金は、財団の重点分野に関連
する職業分野における画期的な新手法に貢献
できるよう、奨学生やその他の人々を養成す
るものであること。
例：基本的教育及び識字率向上プロジェクト
をロータリアンが立案し、成人の読み聞か
せ教授法を学ぶ奨学生を支援する。奨学金
の申請者と面接を行なって重点分野の目標
について話し合い、留学と将来のキャリア
が、これらの目標とどの様に関連するか説
明をしてもらう。

⑦グローバル補助金は、自らが働く地域社会や
職業に影響を与え、効果を高められるよう、
プロジェクトに参加する人々を養成するもの
であること。
⑧グローバル補助金は、ロータリー地域社会や
共同隊など、草の根の人々や団体の意見やス
キルを生かし、プロジェクトの活動や継続性
を図るものであること。
次回は、持続可能なプロジェクトの例につい
て発信します。

【ミニ情報】

祖父母等が孫等に教育資金を金融機関に信託
し、一括贈与する場合、孫一人につき最大１５００
万円まで非課税となる措置が開始されます。但
し、平成２５年４月１日より平成２７年１２月３１日ま
での期間に贈与されたものに限ります。

・・日刊留萌新聞に写真入で掲載されました
齋藤会員

・・落とした携帯電話が出てきました 鵜城会員
前 回 ５６２，２００円
今 回 ５，０００円
累 計 ５６７，２００円

「来賓卓話」

ハローワーク留萌
統括職業指導官 鈴木 浩幸様

日頃皆様には安定行政に対しご協力いただき、
署長に代わりましてお礼を申し上げます。また、
本日はこの様な機会をいただきまして誠にあり
がとうございます。
本来であれば、ここで管内の雇用失業情勢を
お話説明して本題に進んでいくところでござい
ますが、なにぶん私は４月１日付けで留萌に赴
任して来たばかりでございますので、まだこの
管内の雇用の実情と言いますか、これを勉強中
でございまして、生活の方も、まだ慣れていな
い状況でございまして、ようやくゴミの分別が
何となく解ってきた所でございます。本日は改
正高年齢者雇用安定法について担当の池田から
お話をいたしますが、せっかくの機会ですので、
私の方からは、若者の雇用について少しお話を
させていただきます。
ハローワークと致しましては、高齢者は少し
でも長く雇っていただきたいが、若者も少しで
も多くの方々を雇っていただきたいというお願
いです。そこで若者の人材育成についての事業
につきまして、少しお話をさせていただきます。
先月から開始された、多分単年度事業になる
と思いますが、若年の方の助成制度が始まって
おります。先月後半から受付が始まっておりま
すが、説明させていただきます。お手元に若年
チャレンジ奨励金の１枚物のパンフレットがご
ざいますが、これについてお話をいたします。
年齢は３５歳未満の非正規雇用の方で、新たに
雇う場合もありますし、すでに雇っている方も
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対象になります。これらの方々を雇いながら訓
練をしてもらう、技術を身に付けてもらうもの
で、この訓練期間中について国から助成をする
というものでございます。一人月額１５万円で、
その訓練終了後に正規社員として継続雇用して
いただければ、１年後には５０万円、２年後にも
５０万円合計１００万円を奨励金として支給すると
いうものです。３５歳未満の正規雇用をあまり経
験していない方が対象になるのですが、かなり
広めて考えているようなところです。パンフ
レットの裏面に手続きの流れが載っております
ので見ていただければ分かると思いますが、ハ
ローワークを通じまして労働局に訓練の実施計
画を提出する必要がございます。これは訓練を
開始する前となっておりますので、何かござい
ましたらハローワークまでご相談していただけ
ればと思います。計画が受理されてから、実際
に訓練受講者を雇うのか、社内にいる方に対し
て進めていくのかですが、新たに雇い入れる場
合は、ハローワークやその他民間の紹介機関に
求人を提出し、また、社内の訓練受講者につい
ては、その方々が対象になるかを確認していた
だく事です。訓練の実施ですが、訓練の実施計
画に基づき、確認を受けた日の翌日から起算し
て６ヶ月以内に訓練を開始する必要があります。
平成２５年度の事業ですが、各都道府県に振り
分けておりますので、申し込みが多ければ途中
で一杯になってしまいますのでご了承ください。
若い方を積極的に雇用をしていただくようにと
思っておりますので、よろしくお願いいたしま
す。また、引き続き高齢の方々も雇用していた
だければと願っております。よろしくお願いい
たします。

ハローワーク留萌
上席職業指導官 池田亜希子様

私の方からは、高年齢者雇用安定法改正に伴
う高年齢者確保措置の導入についてお話をさせ
ていただきます。平成２５年４月１日から施行さ
れている高年齢者等の雇用の安定等に関する法
律の一部を改正する法律。これからは改正高齢
法と略してお話をさせていただきます。高齢法
が改正されて皆様方にはどの様な作業が必要に

なるのかも合わせてお話をさせていただきます。
特に、高齢者雇用確保措置の改正部分の説明を
中心にさせていただきます。高齢法改正に伴い、
皆様にどの様な作業が必要になるかも併せてお
話しさせていただきます。
まず改正高齢法の説明にあたり、昨年度まで
の高齢法を確認の意味をこめて簡単にご説明さ
せていただきます。昨年度までの高齢法は事業
者さまに対して定年は６０歳を下回ることは出来
ないと定めておりまして、６５歳までの高齢者雇
用確保措置の実施も義務付けておりました。定
年の規定が就業規則等には定められておらず、
慣行として運用されている場合は定年の規定が
無いものとして取り扱われます。６０歳を下回る
定年の規定も無いものとみなされてしまいます。
高年齢者雇用確保措置につきましては、６５歳ま
で定年の引き上げ、希望者全員を対象とする６５
歳までの継続雇用制度の導入、定年の定めの廃
止のいずれかの措置を講じる事を定めています。
ここで、希望者全員を対象とする６５歳までの継
続雇用制度の導入について少しお話をさせてい
ただきます。
北海道では昨年度までの雇用確保措置の実施
企業の約８割が、この継続雇用制度の導入に
よって雇用確保措置を講じている状況にありま
した。これらは原則として、希望者全員を対象
とした継続雇用制度を導入する事を求められて
おります。しかし、昨年度までの高齢法では継
続雇用にかかる対象者の基準を設け、その基準
に合致した方のみを再雇用する、継続雇用する
ことが出来る規定が設けられていました。実際
に継続雇用制度を導入した北海道の企業の約６
割が継続雇用に係る対象者の基準を設定してお
りましたが、改正高齢法では基準を設けて対象
者を限定する仕組みを廃止する事になりました。
次に改正高齢法の内容についてご説明させて
いただきます。今回高齢法改正に伴う整備が必
要な企業といたしましては、定年を６５歳未満と
している企業のうち、労使協定に定める基準に
該当するものを６５歳まで継続して雇用する制度
を導入している企業においては、就業規則の改
正が必要になりますので、現在お使いの就業規
則の確認をお願いします。また、定年を６５歳以
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上、定年制を設けていない、希望者全員を６５歳
まで雇用する制度を導入している企業につきま
しては、今回の法改正に伴う見直しは必要ない
ことになっております。
今回高齢法が改正になった背景には、第一に
少子高齢化に伴い労働力人口が減少するなかで、
意欲と能力のある高齢者が引き続き社会を支え
る側に立つ事が重要であり、必ず全員参加型の
社会の実現が求められていること。第二に年金
の支給開始年齢が段階的に引き上げられる事に
なりまして、無年金・無収入となる方が生じる
ことになり、少なくとも年金受給と雇用との接
続が必要であるとの事から、今回の高齢法改正
に至ったと言う事になります。
次に今回の高齢法改正のポイントとして４つ
があります。まずは、①継続雇用制度の対象者
を限定できる仕組みの廃止。②継続雇用制度の
対象者を雇用する企業の範囲の拡大。③義務違
反の企業名を公表。④高年齢者雇用確保措置の
実施及び運用に関する指針の策定。これらが平
成２５年４月１日から施行されます。それではこ
れらの４つのポイントについて説明させていた
だきます。
継続雇用制度の対象者を限定できる仕組みの
廃止についてですが、高齢法の改正に於きまし
て、４月１日以降定年後希望する方を全員６５歳
まで雇用する事となりまして、６０歳の定年時に
雇用制度の対象者となる労働者の基準を当ては
める事が出来なくなります。この点に関しまし
ては経過措置が設けられておりますが、注意事
項がございます。平成２５年３月３１日までに、労
使協定で、６５歳までの継続雇用制度の基準を定
めている場合においてですが、経過措置を利用
出来ます。平成３７年３月３１日まで、老齢厚生年
金（報酬比例部分）の受給開始年齢に到達した以
降の人を対象に、基準を引き続き利用できます。
６５歳未満の定年を定めている事業主が、高年
齢雇用確保措置として継続雇用制度を導入する
場合、現行の法律では継続雇用の対象者を限定
する基準を労使協定で定めることができます。
今回の改正で、この仕組みが廃止されたため、
平成２５年度４月１日からは希望者全員を継続雇
用制度の対象とするように、この基準を削除す

る就業規則の変更が必要になります。
次に、継続雇用制度の対象者を雇用する企業
の範囲の拡大について書かれておりますが、こ
れは今回の法改正において継続雇用先として自
社内のほかに親会社、子会社、関連会社、など
特殊関係事業主との契約に基づき、特殊関係会
社が引き続き雇用する制度も可能としています。
高年齢雇用確保措置を講じていない企業に対
して、ハローワーク等による個別指導を実施し、
改善されない場合は勧告が実施され、この勧告
が発出された段階で、各種法令に基づきハロー
ワークでの求人の不受理、紹介保留、助成金不
支給などの措置がとられます。勧告されても改
善されない場合は、義務違反の企業名が公表さ
れるという規定が新たに設けられております。
改正高齢法の最後のポイントになりますが、
高齢者雇用確保措置の実施及び運用に関する指
針についてです。この指針につきましては、今
回の高齢法が改正される過程におきまして、衆
議院での修正を受け、国の労働政策審議会の議
論を経て１１月９日に公布されたものになります。
指針のポイントとして、継続雇用制度導入の
大前提として希望者全員を対象とする事にあり
ます。ただ例外的な規定もありまして、就業規
則に定める解雇・退職事由に該当する場合は、
継続雇用しない事が出来るとあり、言い換えま
すと、解雇・退職に該当する事由がない場合は、
６５歳まで継続雇用しなければならなくなります。
最後のページにお問い合わせ先が書いてあり
ますが、ハローワークまたは（独）高齢・障害・
求職者雇用支援機構 高齢・障害者雇用支援セ
ンターまでお問い合わせください。ご相談は無
料でございますし、資料もたくさんそろってお
りますので是非ご活用いただければと思います。
本日お集まりの皆様におかれましては、改正
高齢法の趣旨をご理解いただきまして、雇用確
保措置を講じていらっしゃらない場合は、一日
も早く手続きをとっていただけますようお願い
を申し上げまして、私からの説明とさせていた
だきます。
本日はご清聴ありがとうございました。
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